
広報「みやわか」が、あなたの生活に欠かせない「話題」と「情報」をお届けします
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あ
の
人
が
「
た
だ
い
ま
」
と
帰
っ
て
く
る
。

今
年
も
祭
り
の
季
節
が
近
づ
い
て
き
た
ん
だ
。

八
百
年
の
伝
統
が
息
づ
く
放
生
会
。

締
め
込
み
姿
の
男
た
ち
が
、

山
笠
を
担
ぐ
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
。

「
き
ら
り
」
と
輝
く
ふ
る
里
に

胸
が
躍
る
自
分
が
そ
こ
に
い
た
…
。　
　
特
集　

き
ら
り



 特集　きらり

若宮八幡宮放生会、大名行列
この日のために、ふる里に戻ってくる若者がいる。祭りの血が騒ぎ出す
地域の人。黒目地区の山笠が復活した今年の若宮八幡宮放生会、大名
行列。伝統を守り、受け継ごうとする人がここにいます。

筑前３大放生会

８００年の伝統が息づく、価値と要素と魅力

２年に１度輝くふるさとの伝統

山や

ま笠
が
動
く
と
き
…
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伝
統
が
息
づ
く
ま
ち
に
は

輝
く
人
が
い
る

　
「
今
年
は
、
黒
目
の
山
笠
が
復
活
す

る
け
ん
、
楽
し
み
に
し
と
け
よ
」。

　

二
年
に
一
度
の
若
宮
八
幡
宮
放
生

会
、
大
名
行
列
。
福
岡
市
東
区
の
筥
崎

宮
放
生
会
、
宗
像
市
宗
像
大
社
の
田
島

放
生
会
と
並
び
、
筑
前
三
大
放
生
会
に

数
え
ら
れ
て
い
る
。
電
飾
が
ほ
ど
こ
さ

れ
た
山
笠
が
ま
ち
を
練
り
歩
く
。
子
ど

も
太
鼓
は
、山
の
上
で
披
露
さ
れ
、フ
ィ

ナ
ー
レ
は
締
め
込
み
姿
の
男
た
ち
が
疾

走
す
る
。
三
日
間
の
祭
の
た
め
に
、
地

元
に
帰
っ
て
く
る
若
者
も
多
い
と
い

う
。

　

歴
史
は
古
い
。
今
か
ら
八
百
年
前

に
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
当
初

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
か
ら
山
笠
が
出

て
お
り
、
若
宮
八
幡
宮
に
は
十
三
台
も

集
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が

前
回
は
二
台
と
な
っ
た
。「
山
笠
が
減
る

と
迫
力
が
欠
け
る
ん
だ
よ
」。
関
係
者

は
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
話
し
て
く
れ

た
。

　

し
か
し
そ
ん
な
中
、
四
年
ぶ
り
に
黒

目
地
区
の
山
笠
が
復
活
す
る
朗
報
が
届

い
た
。
福
丸
地
区
の
山
笠
は
新
し
く
作

る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
も
入
っ
た
。

　

今
年
は
こ
れ
ま
で
の
と
違
う
と
実
行

委
員
会
一
同
力
が
入
っ
た
。

　
「
山
笠
の
舁か

き
手
を
た
く
さ
ん
集
め

る
た
め
に
、
山
笠
を
作
り
替
え
て
、
士

気
を
上
げ
た
い
と
い
う
ね
ら
い
も
あ
る

ん
で
す
」
と
関
係
者
か
ら
は
並
々
な
ら

ぬ
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
台
飾
り

お下り神事のため、若宮地区、福丸地区、黒
目地区の山笠が集結。４年ぶりに３台の山笠
がそろいました。

は
、
表
が
「
加
藤
清
正
の
虎
退
治
」。

見
送
り
は
江
戸
時
代
の
絵
師
岩
佐
又

兵
衛
作
で
若
宮
八
幡
で
発
見
さ
れ
た

「
三
十
六
歌
仙
絵
」
で
あ
る
。

　

10
月
10
日
か
ら
12
日
の
３
日
間
に
か

け
て
行
わ
れ
た
放
生
会
。

　

人
々
が
輝
き
、
躍
動
す
る
姿
は
私
た

ち
を
元
気
に
し
て
く
れ
ま
す
。「
お
れ

た
ち
祭
り
ば
か
が
お
ら
ん
と
盛
り
上
が

ら
ん
や
ろ
。
ま
た
二
年
後
も
ど
っ
て
く

る
け
ん
」。
山
笠
を
押
し
続
け
た
市
外

か
ら
参
加
し
た
若
者
の
言
葉
だ
。

　

宮
若
市
の
ま
ち
づ
く
り
も
同
じ
。
最

後
は
人
と
人
と
の
関
係
、
そ
し
て
と
も

に
歩
ん
で
い
く
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

放生会のフィナーレを
飾る追い山。黄色の旗
印を合図に、若宮商工
会館から若宮八幡宮ま
で一気に駆け抜けます。
沿道の歓声が飛び交う
中、男たちは歯を食い
しばって駆け抜けます。

博多祇園山笠の飾り山笠を作る田中比呂志さん。「放生会に博多人形師が
作った山笠が走るのは初めてでは」と、福丸山笠保存会会長の古野雅臣
さんは話します。

言葉は悪いが「祭ばか」こそ、まちを愛しているだよ。

若宮八幡宮放生会の由来を話
してくれた岩見幸則さん（写真
右）。４年ぶりに復活した山笠
を前に意気込みを話す上野一吉
さん（写真左）。祭を支える人
たちの輝きが、伝統を受け継い
でいく力へとなっていきます。

若宮八幡宮の放生会の特徴と
いえる大名行列。午前６時３０
分からまちを練り歩きます。
早朝にもかかわらず多くの見
物人がいます。



響け、光陵ブラスサウンド

▼  宮田光陵中学校吹奏楽部定期演奏会
１０月１９日、マリーホール宮田で、第２回宮田光陵中学校吹奏楽
部定期演奏会が行われました。
３部構成で行われた定期演奏会、第１部では本年度吹奏楽コン
クールで銀賞を受賞した課題曲マーチ「晴天の風」と自由曲シーゲー
ト序曲を披露、第２部はポップスを中心とした楽曲で会場を沸かせ、
第３部はOBや社会人との合同ステージで世代を超えたハーモニー
を響かせてくれました。演奏会の指揮やソリストを務めた三島一仁
さんは、「３年生は最後の演奏となりましたが、高校や大学でも音楽
を続けて、ここに戻ってきてほしいですね」と話してくれました。

▼  遠賀川流域同時公開事業、竹原古墳無料公開
１０月１８日、１９日の２日間にかけて、国指定史跡竹原古墳の無料
公開が行われました。福岡県が主催する「歴史彩

さい

発見」事業の一環
で、遠賀川流域の９つの古墳を公開、竹原古墳では初日８７人、２日
目は１０７人の人がやってきました。遠くからは千葉や栃木県から、
また卒業論文を書くために久留米市からやってきた中学生など、多
くの人が古墳を一目見ようと駆けつけました。
佐賀市からやってきた男性は、「鮮明に浮かび上がる装飾古墳を見

て、これまで保存してきた人たちの努力に頭が下がる思いです。こ
れからも頑張ってほしいです」と話してくれました。

今年も満員御礼

▼  宮若ふるさと祭・２００８
１０月２６日、西鞍の丘総合運動公園で宮若ふるさと祭を行いまし
た。時折、雨に見舞われる中、五月みどりさんのステージショーや
模擬店など会場にはたくさんの人が来場しました。
今年はトヨタ自動車九州株式会社陸上部がゲストとして登場。監

督を務める森下広一さんは「皆さんに期待されるチームを作りたい」
抱負を語り、三津谷祐選手や今井正人選手など１人ひとりがこれか
らの目標や決意表明を行いました。その後、選手たちによるもちま
きがスタート。参加した小学生は「このもちを食べて足が速くなる
といいな」と、拾ったもちを二つ握りしめながら話してくれました。

あなたの身近で起きた出来事や楽しい話題、イベントなどの情報を教えてください。本庁まちづくり推進グループ☎３２・０５１２（内線２３５）まで

１歳のお誕生日おめでと

う。笑顔をみると幸せな

気持ちになります。

伊
いとう
東 月

つぐみ
海ちゃん

Ｈ19年11月4日生
（龍徳）

歌も踊りも大好きな陽

加。目指せ、スーパーア

イドル♥

井
いのうえ
上 陽

はるか
加ちゃん

Ｈ17年11月24日生
（芹田）

１歳のお誕生日おめでと

う。いつもかわいい笑顔

をありがとう♥

大
おおつか

塚 偉
いっしん

心 ちゃん
Ｈ19年11月29日生

（金丸）

あやちゃん、ともちゃん、１歳のお誕生日おめでとう。

これからも元気にすくすく育ってね。

大
おおの
野 彩

あやか
香ちゃん 、 大

おおの
野 友

ともか
香ちゃん

Ｈ19年11月9日生
（龍徳）

２歳のお誕生日おめでと

う。優華ちゃん、武文く

んと仲良くね。

黄
きわだ

檗 愛
まな
菜ちゃん

Ｈ18年11月20日生
（沼口）

お誕生日おめでとう。ワ

ルさいっぱい！元気に育

て！！

浅
あさだ

田 凛
りく
仁ちゃん

Ｈ18年11月6日生
（磯光）

● 宮若市内にお住まいで、満３歳までの宮若っ子を募集しています。１２月生まれで掲載を希望される人は１１月１１日（火）までに本庁
まちづくり推進グループ、支所市民グループまで申し込んでください。

古代人に思いをはせて

たくちゃん、お誕生日

おめでとう♥お兄ちゃん

にイジメられてもガンバ

レ！！

田
たがわ
川 凛

りん

ちゃん

Ｈ19年11月28日生
（金丸）

Miyawaka
Watching

広報担当がどこにでも取材に行きます！

どこかにあなたの知っている人がいるかもしれない

まちの話題やイベントを紹介するこのページの名は…

雨にも負けずパトロール

▼  白百合自治会、防犯パトロール
９月３０日、白百合団地自治会で防犯パトロールを行いました。「自
分たちの地域は自分たちで守ろう」を合い言葉に定期的に防犯活動
を進めている白百合団地自治会。この日は雨が降る中、高森会長の
ほか、１００人近くの皆さんと市役所や宮若警察署も一体となって約
１時間、団地の中をパトロールしました。
参加者からは、「このように、パトロールをしていけば、犯人も犯
罪をしにくい空気を感じとるのではないかと思います。これからも
参加して、犯罪のない地域にしていきたいです」と防犯パトロール
への意気込みを話してくれました。

圧巻の生演奏

▼  福岡澤田会、チャリティー演奏会
１０月４日、宮田文化センターで、福岡澤田会、チャリティー演奏
会が行われました。
厳しい風土にはぐくまれた独特の音色をもつ津軽三味線。この宮

若の地で福岡澤田会の皆さんが豪快に、また繊細な演奏を披露して
くれました。
初めて津軽三味線を聞きにきた観客からは、「三本しかない弦で、
多彩な音を響かせる三味線の奥深さに驚きました。このようなすば
らしい演奏会をまた開いてほしいですね」と、津軽三味線の生演奏
に酔いしれた１日を話してくれました。

お誕生日おめでとう。い

つもニコニコ笑顔で元気

いっぱいの小都ちゃん。

すくすく育ってね。

合
ごうだ
田 小

こと
都ちゃん

Ｈ19年11月22日生
（小伏）

たくさんの人に愛されて

１歳になりました。けん

しん、いつもすてきな笑

顔をありがとう。

塩
しおかわ
川 兼

けんしん
紳ちゃん

Ｈ19年11月20日生
（金丸）

３歳のお誕生日おめでと

う。これからもお姉ちゃ

んと仲良くしてね！

進
しん
 幸
こうしろう
士郎ちゃん

Ｈ17年11月8日生
（山口）

ここたん、毎日笑顔をあ

りがとう♥これからも元

気に大きく育ってネ。

外
そとま
間 心

こころ
彩ちゃん

Ｈ18年11月5日生
（本城）

永
ながやす
易 拓

たくま
真ちゃん

Ｈ19年11月11日生
（宮田）

３歳のお誕生日おめでと

う。咲凛の元気と笑顔が

見れる毎日がとても幸せ

です。

野
ののむら
々村 咲

ひらり
凛ちゃん

Ｈ17年11月24日生
（龍徳）

※ 今月の「我が家のアイドル」は応募数が多いため、１８ページに引き続き掲載しています。

♥１歳のお誕生日おめで

とう♥これからも明るく

元気に育ってね♥



中学校の生徒数の規模
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市民の皆さんの生活に直結するい
ろいろな制度やイベントを紹介す
るコーナーです。みやわか

HOT LINE
市役所からのホットなニュースとインフォメーション

今
年
の
７
月
、
教
育
委
員
会

で
は
「
宮
若
市
学
校
等
整

備
方
針
」
の
提
案
を
踏
ま

え
、
市
内
小
中
学
生
の
す
べ
て
の
保
護

者
、
小
中
学
校
の
教
員
、
中
学
生
な
ど

に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
貴
重
な
ご

意
見
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
は
、
平
成

21
年
度
よ
り
取
り
掛
か
る
「
学
校
整
備

計
画
」
の
策
定
の
際
に
反
映
し
て
い
き

ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
整
備
方
針
の
提
案
に
対

す
る
意
見
の
集
計
結
果
の
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
そ
の
他
の
ア
ン
ケ
ー
ト
内

容
に
つ
い
て
は
、
宮
若
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

学
校
整
備
計
画
の
策
定
に
向
け
た

住
民
説
明
会

　

先
月
号
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
学
校
整
備
計
画
の
策
定
に
向
け
た
住

民
説
明
会
も
、
残
り
三
会
場
と
な
り
ま

し
た
。
居
住
区
域
以
外
か
ら
の
ご
参
加

で
も
構
い
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

● 

と
き
・
と
こ
ろ　
▼
11
月
５
日
（
水
）

午
後
７
時
か
ら
＝
宮
田
東
小
学
校
体

育
館

　

 

▼
11
月
６
日
（
木
）
午
後
７
時
か
ら

＝
宮
田
小
学
校
体
育
館

　

 

▼
11
月
７
日
（
金
）
午
後
７
時
か
ら

＝
笠
松
小
学
校
体
育
館

市内の小中学校について聞きました

学校整備計画に関するアンケート調査結果
● 問い合わせ　本庁学校教育課管理係☎ 32・1007

みやわか
HOTLINE

小学校保護者 中学校保護者 教員

配布数 １,１５７票 ７３７票 ２１２票

有効回答票 ７６９票 ５１６票 １８０票

有効回答割合 ６６.５％ ７０.０％ ８４.９％

● 配布数、有効回答票

前のページでご紹介した「中学校の
生徒数の規模」と同様に、小学校の
集計結果でも保護者、教員ともに、
同じような結果となりました。
「望ましい規模だと思う」人と「多す
ぎる」と感じる人、「どちらともいえ
ない」と感じるがそれぞれ、３割前
後を占めるものとなりました。

小学校
保護者

  　　　　32.6                     　　         31.9              0.3                27.0                8.2

５０％

望ましい規模
だと思う 多すぎる 少なすぎる どちらとも

いえない その他

  　　　　28.1                     　　    32.2                 0.4                    32.5              6.8
中学校
保護者

  　　　    30.0                     　　   33.9                     0.0             27.2                8.9

教員

  　　　　  35.2                  　　 　     　　30.6            0.4      　　　26.7  　　　   7.1
小学校
保護者

５０％

望ましい規模
だと思う 多すぎる 少なすぎる どちらとも

いえない その他

  　　　　   32.8                     　　          30.8                   0.8         29.4              6.2
中学校
保護者

  　　　　　　　　40.0                                  27.8                　     18.9         10.5 2.8

教員

小学校
保護者

  　　　               　48.5                         5.6                        38.2                        7.7

５０％

再編すべきと思う

  　　　               　42.8                     5.8                           41.7                         9.7
中学校
保護者

  　　　               　46.1                       7.2                         40.0                         6.7

教員

再編すべきでない どちらともいえない 望ましい規模
だと思う

小学校の児童数の規模

１学年２学級以上で全校児童数が
４８０人から７２０人となる学校

「望ましい規模」、「多すぎる」、「どち
らともいえない」の３つの回答がそ
れぞれ分かれた集計結果となりまし
た。
保護者の３割、教員の４割が「望ま
しい規模」だと感じています。一方で、
「多すぎる」と感じている保護者、教
員も３割を占めていることがわかりま
す。

１学年３学級以上で全校生徒数が
３６０人から６００人となる学校

中学校の再編案

  　　　　　25.7　　　   1.2　    18.2             19.9                          28.6　            6.4
小学校
保護者

５０％

望ましい規模
だと思う

  　　　　　24.0　　     2.3　    18.0              19.6                         31.6　             4.5
中学校
保護者

  　　　　　   32.2　　     1.1　          21.1                       23.3                  17.8     4.5

教員

多すぎる 少なすぎる どちらとも
いえない

現状のままで
よい その他

保護者は、「現状のままでよい」が３
割を占めています。一方、「望ましい
規模だと思う」が次に多い割合となっ
ています。
教員は「望ましい規模だと思う」が
もっとも多い結果となりました。「ど
ちらともいえない」も２割となってい
ます。

中学校４校を２校に
再編する案について

「再編すべきと思う」人が４割を越え
る結果となりました。一方で「どちら
ともいえない」という項目もその次に
多い結果となっています。全校児童
６人の若宮南小学校の再編について
は、保護者はもちろん、地域住民の
皆さんとも話し合いを進めていきま
す。

若宮南小学校

若宮地区の小学校との再編が
望ましいという案について

● おわびと訂正について

この度、「学校整備計画に関するアンケート」の集計結果に一部誤りが
ありました。ご協力していただきました保護者を始め市民の皆さんには、
誤解を招く結果となりご迷惑をおかけしました。今後このような事態の
ないようデータ管理を徹底し、再発防止に努めていきます。

児童生徒数の現状

  　　　22.1　　　　　　　　　   38.5　   　　　　　　　　18.9　　　　　　16.3 3.5 0.7
小学校
保護者

５０％

そう思う

  　　　19.8　　　　　　　　　　　44.0　   　　　　　　　　14.9　　　　　　16.5 3.5 1.3
中学校
保護者

  　　　20.5　                     32.8　                        17.2　　　　    　28.3         0.6 0.6

教員

まあまあ あまり 思わない わからない 不明

現在、通学や勤務している学校の児
童生徒数について、「そう思う」、「ま
あまあ」の回答から保護者の６割か
ら７割、教員の５割はおおむね適切
と判断していることがわかります。
（この結果は誤りが判明したものを、
再度データ整理したもので、正しい
数字となります）

学校の児童生徒数は
適切であるか

　　　　



こ
の
制
度
は
ひ
と
り
親

家
庭
の
親
と
児
童
並

び
に
父
母
の
い
な
い

児
童
の
保
健
の
向
上
と
、
福
祉

の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
医
療
費
の
自
己
負
担
分
を

支
給
し
て
い
ま
す
。
９
月
議
会

で
改
正
を
行
い
、
10
月
１
日
か

ら
、
助
成
内
容
が
変
わ
り
ま
し

た
。

● 

窓
口
自
己
負
担
額
（
一
医
療

機
関
当
た
り
）　
▽
入
院
外
＝

八
百
円
／
月
▽
入
院
＝
五
百

円
／
日
（
月
七
日
限
度
）

● 

改
正
の
ポ
イ
ン
ト　
▽
助
成

対
象
者
が
父
子
家
庭
や
養
育

者
ま
で
拡
大
▽
一
人
暮
ら
し
の

寡
婦
は
廃
止
（
経
過
措
置
が

あ
り
ま
す
）

※ 

父
子
家
庭
や
養
育
者
の
人
は

申
請
が
必
要
で
す
。

※ 

９
月
30
日
時
点
で
母
子
家
庭

等
医
療
証
を
持
っ
て
い
る
人
は

手
続
は
不
要
で
す
。
10
月
か
ら

使
用
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
証
は
郵
送
で
送
付
し
ま
す
。

９
月
ま
で
使
用
し
て
い
た
だ
い

た
母
子
家
庭
等
医
療
証
は
10
月

か
ら
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

１０月１日から助成内容が変わりました

ひとり親医療費支給制度が変わりました
● 問い合わせ　本庁国保年金係☎ 32・4004

みやわか
HOTLINE

高
齢
者
人
口
の
増
加
に

伴
い
、
介
護
保
険
制

度
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
人
が
増
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
介
護
は
必
要
な
い

け
れ
ど
、
生
活
機
能
が
低
下
し

て
き
た
介
護
予
備
軍
の
人
も
急

増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
で
き
る
だ
け
自
立
し
、
い
き

い
き
と
生
活
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
介
護
予
防
教
室
を

行
い
ま
す
。

● 

対
象
者　
▽
市
内
在
住
の
65

歳
以
上
の
人
（
要
支
援
・
要

介
護
認
定
を
受
け
て
な
い
人
）

▽
介
護
予
防
の
手
伝
い
を
し

て
い
る
人
（
全
十
二
回
の
教

室
に
参
加
で
き
る
見
込
み
が

あ
る
人
で
、
今
年
度
の
介
護

予
防
教
室
に
参
加
し
て
い
な

い
人
か
、
昨
年
度
の
教
室
に

一
回
だ
け
参
加
し
た
人
）

● 

定
員　

二
十
人

※ 

定
員
に
な
り
次
第
し
め
き
り

ま
す
。 

● 

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー
パ

レ
ッ
ト

● 

費
用　

無
料

● 

送
迎　

幹
線
道
路
を
中
心
に

送
迎
し
ま
す
。
こ
ち
ら
か
ら

確
認
の
ご
連
絡
を
し
ま
す
。

● 

申
込
締
切　

11
月
21
日
（
金
）

介護予防教室（第３期）

いつまでも自分らしく生活していくために
● 問い合わせ　本庁老人福祉係☎ 32・0515

みやわか
HOTLINE

11　2008 年 11 月号 Miyawaka city　10

「
息

子
や
孫
か
ら
電
話
で

振
り
込
み
の
連
絡
が

あ
っ
た
」、「
急
い
で
振

り
込
ん
で
ほ
し
い
、
す
ぐ
に
お
金
が
必

要
と
頼
ま
れ
た
」、「
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
つ
い
た

ら
電
話
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
」。

こ
れ
ら
の
内
容
か
ら
は
、
振
り
込
め
詐

欺
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

昨
年
の
二
倍

四
億
八
千
万
円

　

年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
、
福

岡
県
内
の
振
り
込
め
詐
欺
で
す
が
、
今

年
の
８
月
現
在
で
四
百
三
十
六
件
と
、

前
年
の
同
時
期
と
比
較
し
て
四
パ
ー
セ

ン
ト
の
増
加
で
す
。
さ
ら
に
被
害
額
は

四
億
八
千
万
円
、
昨
年
の
約
二
倍
に
相

当
す
る
も
の
で
す
。
一
件
あ
た
り
の
被

害
額
を
み
る
と
百
十
万
円
。
と
て
も
大

き
な
額
で
す
。

　

被
害
に
あ
っ
て
い
る
の
は
、
全
体
の

四
割
が
60
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
っ
て

い
ま
す
。
特
に
オ
レ
オ
レ
詐
欺
で
は
九

割
、
還
付
金
詐
欺
で
は
八
割
が
60
歳
以

上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
勢
の
高
齢
者

の
か
け
が
え
の
な
い
資
産
が
奪
わ
れ
て

い
る
と
い
う
現
実
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

て
い
ま
す
。

オ
レ
オ
レ
だ
け
が

詐
欺
で
は
あ
り
ま
せ
ん

「
オ
レ
オ
レ
」
と
い
っ
て
お
金
を
振
り

込
ま
せ
だ
け
が
、
詐
欺
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
最
近
の
手
口
を
紹
介
し
ま
す
。

確かめるゆとりが振り込め詐欺を封じ込める

振り込めと言われたら、詐欺を疑いましょう
● 問い合わせ　宮若警察署☎ 32・0110

みやわか
HOTLINE

とき 内容 時間・講師

１２月１９日（金） 「日常生活をいつまでも

自分でできるようにがんばろう」

・転ばない運動の方法を身に付けよ

う

・筋力をつけて強い体をつくろう

「元気で長生きの食事」

・高齢期に必要な栄養素とは？

・食べる楽しみを身につけよう

「いつまでもおいしく楽しく食べる

ために」

・健康に過ごすための歯の手入れ

・お口の中を清潔に

・お口の体操

午後２時から

３時３０分まで

講師

・健康運動指導士

・管理栄養士

・歯科衛生士

平成２１年１月９日（金）

１９日（金）

２３日（金）

３０日（金）

２月６日（金）

１３日（金）

２０日（金）

２７日（金）

３月６日（金）

１３日（金）

１９日（金）

●日程、内容、時間、講師

ＴＯＳＨＩＢＡ２００８　秋まつり啓発活動

振り込め詐欺防止対策会議

１０月３日、市内の銀行や郵便局、コ
ンビニエンスストアの関係者を集め、
「振り込め詐欺防止対策会議」が行わ
れました。今年の８月までに発生した
２件の事件を増やさないためにも、金
融機関も取り組みを始めています。

「ＴＯＳＨＩＢＡ２００８秋まつり」でも、宮若警察
署は、振り込め詐欺注意の啓発活動を展開しま
した。地域のイベントなどを通じて、詐欺事件
が私たちの身近にせまっていることを訴えます。

平成１９年 平成２０年

オレオレ詐欺
件数 ２１件 ８１件

被害 ３,９３４万円 ２億２,０５３万円

架空請求
件数 ４４件 ５７件

被害 ３,６０５万円 ５,０７８万円

融資保証金
件数 ３３７件 ２４９件

被害 １億７,１２８万円 １億５,１５９万円

還付金など
件数 １８件 ４９件

被害 １,６０５万円 ５,６０３万円

総額
件数 ４２０件 ４３６件

被害 ２億６,２７２万円 ４億７,８９３万円

● 宮若警察署管内発生件数

融資保証金 件数 ５件 ５件

　

融
資
す
る
た
め
の
保
証
金
と
偽
り
、

エ
ク
ス
パ
ッ
ク
を
利
用
し
て
現
金
を
送

付
さ
せ
る
融
資
保
証
金
詐
欺
。
宮
若
市

で
今
年
二
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
保
険
金
の
還
付
金
が
あ
り

ま
す
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
指
示
ど
お
り
に
操
作

し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
い
っ
て
現
金

を
振
り
込
ま
せ
る
還
付
金
等
詐
欺
。
そ

の
他
に
も
新
し
い
手
口
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
、

一
度
電
話
を
切
っ
て
、
本
人
や
身
近
な

人
に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

● 福岡県平成１９年と平成２０年の１月から８月の発生件数比較

①から⑥まですべてを満たしている人

① 次のどれかに

該当する人

▽母子家庭の母、父子家庭の父＝１８歳未満の児童を監督、保護し

ており、現在婚姻（事実婚）をしていない人

▽父母のいない児童＝母子家庭の母又は父子家庭の父に監督、保

護されている６歳以上１８歳未満の児童

▽養育者＝１８歳未満の児童を監督、保護しており、現在婚姻（事

実婚）をしていない人

② 宮若市内に住所を有する（住民登録がある）

③ 国民健康保険の被保険者や社会保険などの被保険者、被扶養者（任意継続を含む）

④ 生活保護法による保護を受けていない

⑤ 福祉施設（医療費が措置される施設）に入所していない

⑥ 母や父、配偶者、扶養義務者の所得が規定の額を超えていない

●資格



平
成
19
年
度
に
策
定
し

ま
し
た
第
一
次
宮
若

市
総
合
計
画
。
平
成

29
年
度
ま
で
の
今
後
十
年
間
の

市
の
将
来
像
を
描
い
た
グ
ラ
ウ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
も
言
え
る
大

切
な
計
画
書
で
す
。

　

現
在
、
こ
の
総
合
計
画
に
基

づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
の
計

画
と
な
る
、
生
涯
学
習
基
本
計

画
、
文
化
財
保
護
基
本
計
画
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

策
定
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
計
画
に
も
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
貴
重
な
ご
意
見
を

い
た
だ
く
た
め
に
、
郵
送
に
よ

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

調
査
対
象
や
発
送
件
数
な
ど
を

ま
と
め
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

宮
若
市
の
行
政
運
営
以
外
の
使

用
を
行
い
ま
せ
ん
。
安
心
し
て

ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
以
外
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
も
一
部
、

学
校
な
ど
を
通
じ
て
行
っ
て
い

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

最
近
、
悪
質
な
方
法
で
個
人

情
報
を
入
手
す
る
手
口
も
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
質
問
内
容
な

ど
に
不
審
な
点
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
す
ぐ
に
回
答
せ
ず
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
血
圧
、
糖
尿
病
、
心

臓
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
の
前
段
階
で
あ

る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
予
防
か
ら
、
特
定
健
康
診
査

を
行
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
特

定
健
診
受
診
券
を
郵
送
し
て
い

ま
す
。
生
活
習
慣
病
を
早
期
に

発
見
す
る
に
は
、
自
覚
症
状
が

な
く
て
も
一
年
に
一
度
は
健
診
を

受
け
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
健
康
保
険
以
外
の
医
療

保
険
加
入
の
40
歳
か
ら
74
歳
ま

で
の
人
（
政
府
管
掌
保
険
・
船

員
保
険
、
共
済
保
険
な
ど
）
は
、

各
医
療
保
険
者
の
実
施
す
る
特

定
健
診
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
内
容
は
加
入
し
て
い

る
医
療
保
険
者
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

● 

対
象　

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
人
（
宮
若
市
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
）

● 

検
査
内
容　

身
体
計
測
、
腹

囲
測
定
、尿
検
査
、血
圧
測
定
、

問
診
、
医
師
の
診
察
、
血
液

検
査

● 

費
用　

五
百
円

※ 

特
定
健
康
診
査
は
、
集
団
健

診
と
個
別
健
診
の
ど
ち
ら
か
を

必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

そ
れ
ぞ
れ
の
健
診
は
予
約
が

必
要
で
す
。
予
約
を
行
っ
て
か

ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

健
診
当
日
は
必
ず
「
健
康
保

険
被
保
険
者
証
」、「
特
定
健
診

受
診
券
」
を
持
っ
て
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
忘
れ
た
場
合
は
、

受
診
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

集
団
健
診

　

健
診
日
の
前
日
ま
で
に
予
約

し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

予
約
先　

保
健
セ
ン
タ
ー
パ

レ
ッ
ト

個
別
健
診

　

県
内
の
指
定
医
療
機
関
で
個

別
に
受
け
て
い
た
だ
く
健
診
で

す
。

　

健
診
日
や
予
約
期
間
に
つ
い

て
は
、
直
接
医
療
機
関
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
現
在
か

か
り
つ
け
の
医
療
機
関
等
が
あ

る
場
合
は
、
直
接
医
療
機
関
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

宮若市国民健康保険特定健康診査

もう受診しましたか？
宮若市国民健康保険特定健康診査 ● 問い合わせ　本庁国保年金係☎ 32・4004

みやわか
HOTLINE

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら

60
歳
ま
で
の
人
は
加

入
手
続
き
が
必
要
で

す
。
老
後
の
年
金
を
受
け
と
る

に
は
最
低
25
年
間
の
資
格
期
間

が
必
要
で
、
40
年
間
保
険
料
を

納
め
る
と
満
額
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

20
歳
に
な
っ
た
と
き
、
ま
た

仕
事
を
辞
め
た
時
は
、
手
続
き

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
上
積
み
制
度

国
民
年
金
基
金
と
い
う

制
度
が
あ
り
ま
す

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る

自
営
業
者
な
ど
の
人
や
そ
の
家

族
の
人
に
も
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と

同
じ
よ
う
に
、
よ
り
充
実
し
た

年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
基

礎
年
金
（
平
成
20
年
度
・
月
額

六
万
六
千
八
円
）
の
上
積
み
給

付
を
行
う
公
的
な
年
金
制
度
と

し
て
誕
生
し
た
の
が
「
国
民
年

金
基
金
」
で
す
。

　

国
民
年
金
基
金
は
、
公
的
な

年
金
で
す
。
支
払
う
掛
金
は
、

国
民
年
金
の
保
険
料
と
同
じ
く

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
と
な

る
の
で
、
所
得
税
や
住
民
税
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

● 

加
入
資
格　

次
の
三
つ
の
条

件
を
満
た
す
人
が
加
入
で
き

ま
す
。

　

 

▼
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で

保
険
料
を
納
め
て
い
る
人
。

第
一
号
被
保
険
者
（
任
意
加

入
は
除
き
ま
す
）

　

 

▼
福
岡
県
内
に
住
民
票
が
あ

る
人

　

 

▼
20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
人

※ 

た
だ
し
、
国
民
年
金
の
保
険

料
を
免
除
さ
れ
て
い
る
人
や
・

農
業
者
年
金
の
被
保
険
者
の
人

は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

制
度
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
申
出
書
を
市
役
所
窓
口
に

準
備
し
て
い
ま
す
。

国民年金、国民年金基金

手続きを忘れていませんか
● 問い合わせ　本庁国保年金係☎ 32・4004

みやわか
HOTLINE

宮
田
東
幼
稚
園
と
第
三

保
育
所
の
施
設
を
活

用
し
、
幼
保
連
携
型

の
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
モ
デ

ル
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

認
定
こ
ど
も
園
と
は
、
小
学

校
就
学
前
の
幼
児
に
対
し
て
、

幼
稚
園
教
育
及
び
保
育
を
一
体

的
に
行
う
と
と
も
に
、
地
域
に

お
け
る
子
育
て
支
援
の
取
り
組

み
を
充
実
さ
せ
る
制
度
で
す
。

　

共
働
き
家
庭
な
ど
の
増
加
や

就
労
形
態
の
多
様
化
に
よ
り
、

市
内
保
育
所
は
入
所
児
童
数
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
幼

稚
園
で
は
園
児
数
の
減
少
に
伴

い
、
幼
児
期
の
育
ち
に
と
っ
て

大
切
な
同
年
齢
児
と
の
関
わ
り

が
小
規
模
化
し
た
り
、
異
年
齢

交
流
の
機
会
が
少
な
く
な
る
な

ど
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
以
前
よ
り
交
流
保

育
を
実
践
し
て
い
る
宮
田
東
幼

稚
園
と
第
三
保
育
所
の
施
設
を

有
効
活
用
し
、
幼
児
教
育
・
保

育
の
充
実
を
図
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
集
団
活
動
や
小
学
校
と
の
ふ

れ
あ
い
活
動
を
通
し
て
、
ス
ム
ー

ズ
に
小
学
校
へ
入
学
で
き
る
よ

う
、
就
学
前
の
一
貫
し
た
育
成

を
認
定
こ
ど
も
園
で
目
指
し
ま

す
。

　

今
回
の
モ
デ
ル
事
業
で
は
、

ゼ
ロ
歳
児
か
ら
三
歳
児
の
保
育

園
児
に
は
、
従
来
の
保
育
所
と

同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

　

四
歳
児
か
ら
五
歳
児
に
つ
い

て
は
、
保
育
園
児
と
幼
稚
園
児

合
同
で
ク
ラ
ス
を
編
制
し
、
一
緒

に
四
時
間
程
度
の
幼
稚
園
教
育

を
行
い
、
幼
稚
園
児
の
降
園
後
、

保
育
園
児
に
は
引
き
続
き
保
育

を
行
い
ま
す
。

　

保
育
所
内
に
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
子
育
て
親

子
の
交
流
の
場
の
提
供
、
子
育

て
相
談
や
講
演
会
の
実
施
、
一

時
保
育
、
園
庭
開
放
な
ど
、
地

域
の
子
育
て
支
援
の
拠
点
と
な

る
活
動
を
行
い
ま
す
。

認定こども園モデル事業を行います

平成２１年４月
「（仮）認定こども園さくら幼児園開設」

● 問い合わせ　本庁児童母子福祉係☎ 32・0517
本庁学校教育課管理係☎ 32・1007

みやわか
HOTLINE
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アンケート調査

市民アンケート調査にご協力をお願いします ● 問い合わせ　本庁社会教育公民館係☎ 32・0123
本庁都市計画係☎ 32・0955

みやわか
HOTLINE

健診日 ところ

１１月１７日（月） 保健センターパレット

１１月３０日（日） 保健センターパレット

１２月１９日（金） マリーホール宮田

平成２１年１月２９日（木） 保健センターパレット

２月２５日（水）マリーホール宮田

生涯学習に関するアンケート 文化財保護に関するアンケート 都市計画に関するアンケート

● 調査地域  宮若市全域
● 調査対象  市内在住１５歳以上の男女
● 標本数　発送件数２,０００件
● 調査方法　郵送調査法
● 抽出方法　無作為抽出
● 調査期間　１１月１４日（金）まで

● 調査地域  宮若市全域
● 調査対象  市内在住２０歳以上の男女
● 標本数　発送件数２,０００件
● 調査方法　郵送調査法
● 抽出方法　無作為抽出
● 調査期間　１１月４日（火）から２１日（金）まで

● 調査地域  宮若市全域
● 調査対象  市内在住１６歳以上の男女
● 標本数　発送件数２,５００件
● 調査方法　郵送調査法
● 抽出方法　無作為抽出
● 調査期間　１１月４日（火）から３０日（日）まで

小学校

第３保育所
０歳児～３歳児
（保育園児）※

宮田東幼稚園
４歳児～５歳児

（保育園児、幼稚園児）

交流

制度に関するパンフレット

連携

国民年金の加入から
届け出などを詳しく
掲載しています。

国民年金にプラスし
てゆとりをつくるの
が国民年金基金です。

※ 保育園児とは、父母の就労などにより昼間家庭で保育ができない児童を指します。

「子育て支援」　
第３保育所に

子育て支援センター設置

認定こども園イメージ図



公民館トピック

● 問い合わせ
中央公民館☎３２・０１２３、若宮分館☎５２・０８５９ ommunityc

　がんは早期に発見し治療を行えば予後
の改善も期待できるようになってきていま
す。定期的に検診を受けると共に、食事
や喫煙等のライフスタイルを見直してがん
を予防しましょう。
　また、今までは４０歳未満の人に対する
健診がありませんでしたが、４月からは
１８歳から３９歳までの人も市が行う健康
診断が受けられるようになりました。
　肝炎ウイルス検査は、満４０歳の人が対
象となります。Ｂ型肝炎やＣ型肝炎のウイ
ルスに感染しているかどうかを血液検査
で調べます。　

　各検診には定員がありますので、でき
るだけ早めに予約をお願いします。検診
の料金や年間日程などは「平成２０年度日
程表」をご覧ください。
● ところ　マリーホール宮田
● 受付時間　午前９時から１０時３０分ま
で

● 申込方法　電話やファクスでお申込み
ください。なお、ファクスで申し込みを
する場合は名前、生年月日、住所、電
話番号、受診したい検診項目を必ず記
載してください。

● 検診料金　 ▽胃がん検診＝５００円 ▽肺

がん検診＝１００円 ▽大腸がん検診＝３
００円 ▽子宮がん検診＝４００円 ▽乳が
ん視触診＝１００円 ▽乳がんマンモグラ
フィ＝４００円 ▽健康診断＝５００円 ▽肝
炎ウイルス検査＝７００円 ▽骨密度測定
＝５００円 ▽歯科検診＝無料

※ 各種がん検診、肝炎ウイルス検査の検
診料金は、生活保護受給者や非課税世帯、
７０歳以上の人は無料です。
※ 健康診断の検診料金は、生活保護受給
者は無料です。
● 問い合わせ　保健センターパレット☎
５５・６０００、FAX５２・１６６０

今月の健康

 早期発見の鍵は検診です
Medical examination

ealth centerh● 問い合わせ
保健センターパレット☎５５・６０００、ＦＡＸ５２・１６６０ h

検診の種類 とき 対象年齢 予約期間

がん検診

（胃がん、肺がん、大腸がん、子宮がん、乳がん）

骨密度測定・歯科検診（１４日のみ）

１２月１４日（日）、１５日（月）

１８歳以上

（一部の検診は４０歳から）

歯科検診は年齢制限なし

１１月１７日（月）から２８日（金）まで

健康診断

（身長、体重、腹囲、尿検査、血液検査、問診、診察）

１２月１９日（金）

１８歳から３９歳まで

医療保険未加入者（４０歳以上）

１１月１０日（月）から１４日（金）まで

肝炎ウイルス検査

（問診、血液検査）
年度内に４０歳になる人
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　秋の風が心地よ
く、運動には最適な
季節になりました。
　市では、申請を
していただいた人に

対して万歩計の貸し出しを行い、期間中
に１００万歩歩いた場合にはその万歩計を
無料で贈呈しています。
　万歩計をつけて生活すると、自分がど
のくらい動いて（歩いて）いるのか、運動

不足かどうかということが具体的にわか
るようになります。「なんとなくウォーキ
ングをしている」という人、この機会に万
歩計をつけて歩いてみてはいかがですか。
　事業の詳しい内容についてはパレット
までお尋ねください。
● 対象者　市内に住む満２０歳以上の人
● 申請方法　保健センター パレットで、
申請書に必要事項を記入すると、記録
用紙と万歩計を貸与します。

● 貸与期間　貸与した日から１年間
● 贈呈の条件　貸与期間中に１００万歩を
達成し、記録票と１００万歩達成届を提
出していただいた人。期間中に１００万
歩達成できなかった場合には万歩計は
返納していただきます。期間中に万歩
計を損傷・紛失した場合は弁償してい
ただく必要があります

● 問い合わせ　保健センターパレット☎
５５・６０００

宮若市万歩計貸与事業　

１００万歩、歩いて万歩計をもらおう

Sports Festa
2008

宮若市スポーツフェスタ
見事な秋晴れのもと、第３回宮若市スポーツフェスタを行いました。
７００人を越える市民がさまざまなスポーツに参加し、さわやかな汗を流しま
した。
力を合わせてには約４７０人、市民ウォーキングには約２３０人が参加しまし
た。広報担当の私も皆さんと一緒に７．６キロのウォーキングに参加。皆さん
の笑顔にカメラを向けてみました。

晴天に恵まれ、絶好のスポーツ日和となった第
３回スポーツフェスタ。たくさんの皆さんの笑顔
に出会うことができました。来年の参加もお待ち
しています。



● １１月の休館日　１～３日、１０日、１６日、２３日、２４日
● 問い合わせ　中央公民館☎３２・０１２３

New Books Coming up

ハリネズミのおじいさんが出会う動物たちは、
みんな思いやりにあふれています。寄り添って
生きることを思い出させてくれるお話しです。

ハリネズミと金貨
ウラジーミル・オルロフ、偕成社

食卓とパン屋と畑を結ぶ味わい深いお話が綴ら
れた１冊です。

麦畑からお届けする
パン屋さんです
大和田聡子、自然食通信社

元首相が、歴史上の名言名句が生まれた土地
を訪ね歩き、その時の思いを綴った４８話の「紀
行集」です。写真や地図も満載の１冊です

ことばを旅する
細川護熙、文藝春秋

ぐー、ぐー、ぐー、みんなおやすみなさい。あ
れあれ、みみずくだけおきているよ。ねちゃっ
たみんなの寝顔をみみずくが紹介します。

ぐーぐーぐー
イルソン・ナ、光村教育図書

つるばら村にある「ひまわり洋服店」では不思
議な品物、不思議なお客さんと出会えるお店で
す。どんなお客さんがくるのかな？

つるばら村の洋服屋さん
茂市久美子、講談社

マンガに出てくる家の間取りを、現役建築士が
再現しました。あの磯野家はこうなっているの
か !と、見るだけでも楽しめる１冊です。

名作マンガの間取り
影山明仁、ソフトバンククリエイティブ

缶詰といえば、トマトにツナにミカンなど。だ
けど、ラベルのない缶詰から出てきたものは…。

ラベルのない缶詰を
めぐる冒険
アレックス・シアラー、竹書房

テーマごとに色んな人の詩を集めてあり、普段
馴染みのない人にも読みやすい詩集です。

一遍の詩がぼくにくれた
やさしい時間
水内喜久雄、ＰＨＰ研究所

永遠の青春映画「卒業」。花嫁を奪って逃げる
有名なラストシーンの後、２人はどうなったの
か。第１作から４０年を経て発表された話題作。

「卒業」Part 2
チャールズ・ウェッブ、白夜書房

不思議な力を持つほんなら堂の古道具。店主の
橙花さんはちょっと怖いけど、この古道具でい
つも困っている子どもたちを助けてくれます。

古道具ほんなら堂
楠章子、毎日新聞社

※ 表紙画像使用許諾済。

１０月２７日から１１月９日までは、読書週間です。
絵本、児童書、一般書から、様々なジャンルの本を紹介します。

図書室だより

l ibrary

３年後の平成２３年度に開館予定の図書館を核とする

生涯学習拠点施設。どのような施設ができるのかなど、

今後の取り組みなどを中心にお伝えします。

今
年
度
、
皆
さ
ん
に
貸
し

出
し
し
た
冊
数
は
半
年
間
で

一
万
二
千
三
十
八
冊
と
な
り
ま

し
た
。
昨
年
度
は
一
年
間
で

一
万
四
千
七
百
九
十
八
冊
で
し

た
の
で
単
純
に
計
算
す
る
と
、

昨
年
度
よ
り
一
カ
月
当
た
り

七
百
冊
以
上
も
多
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。

急
に
た
く
さ
ん
借
り
る
と
、

「
図
書
室
の
本
棚
は
す
っ
か
ら

か
ん
な
ん
じ
ゃ
な
い
の
」
と
、

思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
こ
は
心
配
は

い
り
ま
せ
ん
。
今
年
度
か
ら

新
図
書
館
準
備
の
た
め
、
新

刊
書
を
多
く
受
入
し
て
い
ま

す
。
そ
の
冊
数
千
百
二
十
七

冊
（
４
月
か
ら
９
月
ま
で
）。

ち
な
み
に
昨
年
度
は
一
年
間
で

千
二
百
三
十
一
冊
で
し
た
。

あ
な
た
も
今
の
気
分
に

ぴ
っ
た
り
な
一
冊
を
探
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

おはなし会ってどんな会？

図
書
室
で
は
毎
月
一
回
、
お

は
な
し
会
と
い
う
子
ど
も
向

け
の
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
園

児
を
対
象
に
始
ま
っ
た
会
で
し

た
が
、
今
で
は
小
学
生
の
参
加

も
多
く
な
り
ま
し
た
。会
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
司

書
が
読
み
聞
か
せ
を
し
た
後
、

簡
単
な
工
作
教
室
を
し
て
い

ま
す
。

日
ご
ろ
、
図
書
室
で
は
静
か

に
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
も
、

こ
の
日
は
大
き
な
声
で
笑
っ
た

り
、
時
に
は
子
ど
も
の
思
い
も

寄
ら
な
い
一
言
に
大
人
が
大
笑

い
し
た
り
と
、
和
気
あ
い
あ
い

と
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

来
月
は
、
お
は
な
し
会
ス

ペ
シ
ャ
ル
と
も
言
え
る
「
ク
リ

ス
マ
ス
会
」
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
お
は
な
し
会
と
は
ち
ょ
っ

と
違
っ
た
内
容
で
、
皆
さ
ん
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

● 

と
き　

12
月
６
日
（
土
）

午
後
２
時
か
ら

● 

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
児

童
室
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WHAT'S OHANASHI CIRCLE?

１カ月に
７００冊の貸出増。
図書室は、
変わりつつあります

library



　

白
百
合
団
地
自
治
会
長
の
高
森

政
一
さ
ん
が
、
平
成
20
年
度
環
境

美
化
推
進
功
労
者
知
事
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

平
成
８
年
か
ら
十
三
年
間
、
自

治
会
長
と
し
て
、
ま
た
衛
生
委
員

長
と
し
て
地
域
の
草
刈
り
や
ご
み

拾
い
、不
法
投
棄
の
監
視
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
を
定
期
的
に
行
っ
て
き
た

こ
と
。
そ
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
一
体
と
な
っ
た
活
動
が
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
森
さ
ん
は
、「
こ
れ
か
ら
も
子

ど
も
た
ち
の
通
学
路
の
安
全
確
保

や
環
境
美
化
運
動
な
ど
、
自
分
た

ち
の
生
活
環
境
を
守
っ
て
い
く
た

め
に
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で

す
」
と
、
力
強
い
言
葉
で
受
賞
の

喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

高森政一さん、県知事表彰受賞
福岡県環境美化推進功労者知事表彰

この日、公民館の清掃に集まった高森さんと白百合団地の皆さん。集めた空き缶の
前で受賞喜びを話してくれました。

　

10
月
14
日
、
宮
田
企
業
交
流

会
の
成
清
重
信
さ
ん
は
有
吉
市

長
を
訪
問
し
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の

収
益
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

９
月
６
日
に
、
宮
田
企
業
交

流
会
の
三
十
五
社
、
四
十
八
人

が
ザ
ク
ラ
シ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

で
ゴ
ル
フ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
収
益
金
を
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
し
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で

三
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

成
清
さ
ん
は
、「
青
少
年
が
希

望
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す

め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

青少年が希望を持てる市政を
宮田企業交流会チャリティーゴルフ大会

昔の仲間と今を語ろう
宮田中学校同窓会総会

　
「
ふ
る
里
に
よ
み
が
え
る
友
情

の
輪
」
を
合
い
言
葉
に
、
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

き
っ
と
、
懐
か
し
い
笑
顔
に
た

く
さ
ん
出
会
え
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

● 

と
き　

11
月
29
日
（
土
）、
午

前
11
時
か
ら

● 

と
こ
ろ　

マ
リ
ー
ホ
ー
ル
宮
田

● 

会
費　

二
千
五
百
円

※ 

北
九
州
市
の
ラ
イ
ブ
ス
ポ
ッ
ト

「
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
」
よ
り
バ
ン
ド

の
来
演
が
あ
り
ま
す
。
ラ
テ
ン
の

リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
歌
っ
て
踊
っ
て

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
で

き
ま
す
。

● 

問
い
合
わ
せ　

宮
田
中
学
校

同
窓
会
書
記
局
☎
３
２
・
２
１

５
８

これまで、学童保育や保育所などの備品購入に充ててきたチャリ
ティー収益金。今年も大切に使います。

StyleReader's

市内にはさまざまなコミュニティがあり、独自の活動をしています。そんな皆さんの活動やイベントをご紹介するコーナーがリーダーズ
スタイル（あなたの生活）です。

　

10
月
15
日
、
笠
松
研
修
セ
ン

タ
ー
で
、
笠
松
地
域
交
通
安
全

講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
毎

年
一
回
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今

年
は
、
前
原
市
で
農
業
を
営
む

大
庭
茂
彌
さ
ん
が
講
演
を
し
ま

し
た
。

　

大
庭
さ
ん
の
娘
さ
ん
三
弥
子

さ
ん
は
、
21
歳
の
若
さ
で
生
涯

を
閉
じ
ま
し
た
。
そ
の
原
因
は

飲
酒
運
転
事
故
に
遭
遇
し
た
た

め
で
す
。

　
「
娘
の
死
を
無
駄
に
し
な
い
た

め
、
全
国
で
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

展
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
同
じ

よ
う
に
理
不
尽
に
命
を
奪
わ
れ

た
人
が
主
役
の
ア
ー
ト
展
で
す
。

現
在
、
飲
酒
運
転
は
厳
罰
化
し
、

事
故
数
は
減
少
し
て
き
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
ゼ
ロ
に
な
る
こ

と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
ア
ル
コ
ー

ル
を
検
知
し
た
ら
、
車
を
動
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
装

置
の
開
発
な
ど
を
企
業
の
力
で

推
し
進
め
て
ほ
し
い
で
す
」
と
、

飲
酒
運
転
撲
滅
に
向
け
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
訴
え
ま
し
た
。

コミュニティ活動を広めたい
という人は、本庁まちづくり推
進グループ（☎３２・０５１２） 
までご連絡ください。

ご連絡お待ちしています

２歳のお誕生日おめでと

う。これからもお友達

とたくさん元気に遊んで

ね。

八
はちくぼ
窪 蒼

あおい

ちゃん

Ｈ18年11月11日生
（龍徳）

１歳のお誕生日おめでと

う。りゅうのすけくんは

我が家の宝ものです。

久
ひさの
野 立

りゅうのすけ

昇介ちゃん
Ｈ19年11月12日生

（宮田）

２歳おめでとう。お兄ち

ゃんにもなったし、柚の

ことよろしくね！大スキ

だよ。

肥
ひだか
髙 蓮

はずき
己ちゃん

Ｈ18年11月13日生
（磯光）

家族皆のアイドル巧馬

君。１歳のお誕生日おめ

でとう。これからも元気

に大きくなってね。

松
まつおか
岡 巧

たくま
馬ちゃん

Ｈ19年11月6日生
（原田）

１歳のお誕生日おめでと

う。みんな瑛大のことが

大好きだよ。元気にたく

ましく育ってね。

三
みやけ
宅 瑛

えいた
大ちゃん

Ｈ19年11月1日生
（高野）

１歳のお誕生日おめでと

う。１人でタッチできる

ようになったね。みんな、

なっ君が大好きだよ！

渡
わたなべ
邉 尚

なおみち
途ちゃん

Ｈ19年11月4日生
（上大隈）

● 宮若市内にお住
まいで、満３歳まで
の宮若っ子を募集
しています。１２月
生まれで掲載を希
望される人は１１月１
１日（火）までに本
庁まちづくり推進
グループ、支所市民
グループまで申し
込んでください。

宮田町から宮若市へと新しいまちづくりが進んでいます。新しいふる里に心を集
わせてみませんか。

飲酒運転撲滅には企業の力が不可欠
笠松地域交通安全講演会
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命のメッセージ展で実際に使われているパネルも展示。等身大のパネ
ルの足元には、ご本人の靴が置かれています。



楽しく体を動かしてみませんか
「健康づくり講座」受講生募集

● とき　１２月４日（木）、午後２時か
ら３時まで 

● ところ　笠松研修センター
● 対象者　１８歳以上で市内在住ま
た、在勤者  

● 定員　４０人
● 内容　セミナー（４５分）の後、簡
単なダンスフィットネス（１０分）

● 講師　本村いずみさん（ジャザサイ
ズフランチャイズインストラクター）

● 受講料　 無料（託児あります）
● 準備品　室内シューズ、タオルなど
● 申込方法　住所、氏名、年齢、電
話番号、託児希望の有無を電話で
申し込んでください。

● 申込締切　１１月２１日（金）まで
※ 応募者多数の場合、抽選となります。
● 申込み・問い合わせ　本庁社会教
育公民館係☎３２・０１２３

「子育てほっとひといき講座」
受講生募集

　子育て中の保護者のリフレッシュな
ど、乳幼児を持つ保護者を対象に体
験講座を行います。
● 講座内容・とき　 ▽料理・交流会＝
１２月１２日（金）、午前１０時から午
後１時まで ▽茶道＝平成２１年１月２
３日（金）、午前１０時から正午まで

　  ▽フラワーアレンジメント＝２月２７
日（金）、午前１０時から正午まで ▽

体操・交流会＝３月６日（金）、午前
１０時から午後１時まで

● ところ　笠松研修センター
● 対象　市内在住の乳幼児を持つ保
護者（定員は１０人）

● 参加費　２，６００円（材料費４回分）
託児は無料

● 締切　１１月２１日（金）まで
● 申込み・問い合わせ　本庁社会教
育公民館係☎３２・０１２３

あなたの疑問から始まる
まちづくり出前講座

　宮若市では、市政の現状や課題を
皆さんと共有することを目的に市職員
が皆さんの集会などに出向き、ご希望
のメニューについて分かりやすく説明
する「まちづくり出前講座」を開設し
ました。
　講座のメニューや詳しい内容につい
ては今月の広報紙と同便でお届けして
いるチラシや宮若公式市ホームページ
をご覧ください。
● 問い合わせ 　本庁まちづくり推進
グループ☎３２・０５１２

ニートの自立を
応援する家族ためのセミナー

　現職のカウンセラーがニートの自立
について講演します。講演会終了後、
交流会を行います。
● とき　１１月３０日（日）午後１時
３０分から４時３０分まで

● ところ　飯塚市市民交流プラザ
● テーマ　 ニート自立支援の現場から
● 講師　森　慶子さん
● 定員　３０人（先着順）
● 締切　１１月２８日（金）まで
● 申込み・問い合わせ　福岡県若者
サポートステーション事務局☎０９
２・７３９・３４０５

ストーマ健康教室を行います

　人工肛門や人工膀胱について学ぶ
健康教室です。日常生活の悩みなどを
話し合い、助言を求める会も行います。
● とき　１１月２３日（日） 午前１０時
から正午まで

● ところ　サンアビリティーズいいづか 
● 講師  高口則子さん（WOC認定看
護師）

● 申込方法　懇談会と講演会の両方
に参加の場合連絡をお願いします

● 問い合わせ　（社）日本オストミー
協会福岡県支部筑豊分会☎０９０・
３０７５・９５３５

火のしまつ
君がしなくて誰がする
秋季全国火災予防運動

● 期間　１１月９日（日）から１５日（土）
までの7日間

● 命を守る３つの習慣・４つの対策

　  ▼ 3つの習慣　 ▽寝たばこは、絶対
やめる ▽ストーブは、燃えやすいも
のから離れた位置で使用する ▽ガス
コンロから離れるときは、火を消す

　  ▼４つの対策　 ▽逃げ遅れを防ぐた
めに、住宅用火災警報器を設置す
る ▽寝具や衣類、カーテンからの
火災を防ぐために、防火品を使用
する ▽火災を小さいうちに消すため
に、住宅用消火器を設置する ▽お年
寄りや身体の不自由な人を守るた
めに、隣近所の協力体制をつくる

● 問い合わせ 　本庁防災安全係☎３
２・０５１１

日ごろのご利用に感謝
７５歳以上入浴無料

　脇田温泉旅館組合では、市内在住
の７５歳以上の人に対して次のとおり
入浴無料にします。
● 参加旅館　喜楽荘 、露天風呂湯の
禅（楠水閣）

● 対象期間　１１月より１年間
● 利用できる日　月曜日から金曜日ま
で、午前１１時から午後３時まで

● 利用できない日　土・日曜日、祭日、
祭前日、年末年始、ゴールデンウィー
ク、お盆

● 持ってくる物　年齢を証明するも
の（免許証や保険証）、タオル類

● 問い合わせ　喜楽荘☎５４・０６１１、
楠水閣☎５４・０１２３
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イベント・ニュース

あったかーい芋煮汁を
みんなで食べよう

　会員や地域の皆さんに感謝の意を
込めて、芋煮会を行います。
● とき　１１月１６日（日）午前９時３
０分から草花の植え替え、１０時３０分
から彼岸花の球根植え付け、１１時３
０分から芋煮会（小雨決行）
● ところ　犬鳴川河川公園
● 問い合わせ　犬鳴川みどりの会事
務局☎３２・０５１２

第９回福岡県障害者文化祭を
行います

　障害者の社会参加の促進や障害者
福祉の理解を深めることを目的とした
イベントです。
● とき　１１月２９日（土）午前１０時
から午後６時まで

● ところ　大丸パサージュ広場
● 問い合わせ　福岡県障害者文化祭
実行委員会事務局☎０９２・５８４・
６０６７

家族で楽しめる
ヴァイオリンコンサート

  楽しい雰囲気で気軽に参加できる
ファミリーコンサートです。
● とき　１１月１６日（日）、 午後１時
３０分開場、  2時開演

● ところ　宮田文化センター
● 出演者　 ▽高橋和歌さん＝ヴァイオ
リン ▽寺本沙綾香さん＝ピアノ伴奏

● 入場料　 ▽大人＝７００円、小・中
高校生＝３００円

※ チケットは中央公民館、中央公民館
若宮分館で販売します。
● 託児締切　１１月７日（金）まで、
１人につき５００円（未就学児）

● 問い合わせ　本庁文化振興係☎３
２・０１２３

２日（火）：４カ月児健診
22日（水  受付は午後０時４５分～１時
2日（水）保健センターパレット
３日（水）：すくすく相談
22日（水  受付は午前１０時～１１時
2日（水　保健センターパレット
４日（木）：にこにこ運動教室
2日（水）　体力測定コース（要予約）
2日（水）　午前１０時～正午
2日（水）　健康運動コース
2日（水）　午後１時～２時
2日（水  　保健センターパレット
８日（月）：ベビーマッサージ教室（要予約）
2日（水）　午前１０時～１１時３０分
2日（水）　保健センターパレット
９日（金）：離乳食教室（前期・要予約）
2日（水）　午前１０時～１１時３０分
2日（水）　保健センターパレット
１０日（水）：かみかみ教室
2日（水）　午前１０時～１１時３０分
　　　　    ：ポリオ
2日（水）　午後１時～２時１５分
2日（水）　保健センターパレット
１１日（木）：３歳児健診
2日（水）　受付は午後０時４５分～
　　　　　１時１５分
2日（水）　保健センターパレット
１２日（金）：献血
2日（水）　午前９時３０分～午後３時３０分
2日（水）　本庁市役所
１４日（日）：がん検診（要予約）
2日（水）　受付は午前９時～１０時３０分
2日（水）　マリーホール宮田
１５日（月）：がん検診（要予約）
2日（水）　受付は午前９時～１０時３０分
2日（水）　マリーホール宮田
１６日（火）：７・１２カ月健診
2日（水）　受付は午後１時～１時３０分

保健センターパレット
１９日（金）：特定健診・基本健診（要予約）
2日（水）　午前９時～１０時３０分
2日（水）　マリーホール宮田
２５日（木）：にこにこ運動教室
2日（水）    健康運動コース
2日（水）    午後１時～２時
2日（水）    体力測定コース（要予約）
2日（水）    午後６時～８時

保健センターパレット

１２月１日、
住生活総合調査を行います

　この調査は、快適な住生活を支援
し、住生活の安定や向上に係る総合
的な施策を進める基礎資料となりま
す。調査員が伺いましたら、ご協力を
お願いします。なお、調査内容を目的
以外に使用することはありません。
● 問い合わせ　本庁総務グループ☎
３２・０５１１

私の思いを言葉にのせて
少年の主張大会

　市内の小学生、中学生が日頃の思
いを作文にして発表します。子どもた
ちの思いに耳を傾けてみませんか。
● とき　１１月９日（日） 午後１時から
● ところ　マリーホール宮田
● 入場料　無料
● 内容　市内の小・中学生による「少
年の主張」作文の発表

● 問い合わせ 　本庁社会教育公民館
係☎３２・０１２３

心豊かに明るい社会を目指して
宮田更生保護女性会記念式典

　宮田更生保護女性会は昭和３４年
に発足し、今年で５０年を迎えます。
女性として、母親の立場から地域の
犯罪世増と非行に陥った人の更生を
支援するボランティア団体です。
● とき　１１月１９日（水）午後１時
３０分から

● ところ　マリーホール宮田
● 記念講演　「輪」の中で「和」を創
める

● 講師　坂口りつ子さん（元西南学
院大学教授）

● 問い合わせ　本庁社会教育公民館
係☎３２・０１２３

12月その他
others  information

講座
lecture information

保健行事カレンダー



ひとりで悩まず、
気軽にご相談ください
働く人のなんでも労働相談

　職場で発生したさまざまな労働問題
について専門相談員が早期解決のお
手伝いをします。労働者、事業主どち
らでも構いません。秘密は厳守します。
● とき　１１月７日（金）午後１時か
ら７時まで

● ところ　 直方市中央公民館 ４階 
小会議室、第４学習室

● 費用　無料（予約不要）
● 問い合わせ　福岡県筑豊労働福祉
事務所☎０９４８・２２・１１４９

長時間労働を抑制しよう
全国一斉電話無料相談

　長時間労働は、労働者の健康を損
なう場合があるとともに、賃金不払残
業（サービス残業）の温床とも言われ
ます。
　次のとおり電話により相談会を行い
ます。ご利用ください。
● とき　１１月２２日（土）午前９時か
ら午後５時まで

● 労働時間相談ダイヤル　☎０１２０・
８９７・７１３

今月の納期（１１月）

● 国民健康保険税　第８期
● 後期高齢者医療保険料　第５期
● 納期限　１２月１日（月）
● 口座振替日　１１月２５日（火）
　納期限内に納付しないと、２０日以
内に督促状を発送します。その後の納
付には１００円の手数料が別途必要で
す。また、納期限の翌日から期間に応
じ、延滞金が発生します。（最初の１
カ月は年利４.７％、以降１４.６％）
● 問い合わせ　本庁収納係☎３２・
１００８

年末調整説明会を行います

　直方税務署では、事業者の皆さん
を対象に、年末調整や法定調書の記
載方法の説明会を開催します。ぜひ御
出席ください。
　本年度の年末調整関係用紙は、説
明会前に送付しますので、説明会当日
に持ってきてください。
● とき　１１月２１日（金）午後１時
３０分から

● ところ　マリーホール宮田
● 問い合わせ　直方税務署法人課税
部門☎２２・０８８０

１２月１日は、
個人事業税第２期分の
納付期限です

　個人事業を営んでる皆さん、個人
事業税の納税は、便利で安全な「口
座振替」をご利用ください。（振替開
始は、申出日の翌々月からです）
　詳しくは、お問い合せください。
● 問い合わせ　福岡県飯塚・直方県
税事務所課税第1課事業税係☎０
９４８・２３・４１１１

テーマはIT化・国際化と税
税を考える週間

　国税庁は、毎年１１月１１日から１７
日までを「税を考える週間」と定め、
税の意義や役割などについて考える活
動しております。
　本年度は、「IT化・国際化と税」を
テーマに、IT化に関する施策（国税
電子申告・納税システム「e-TAX」な
ど）について、利用を広める活動を進
めています。また、納税者の皆さんか
ら広く意見などを聴くことにより、納
税者利便の向上や事務の効率化に役
立てています。
● 問い合わせ　直方税務署総務課☎
２２・０８８０、国税庁ホームページ
「税を考える週間」 http;//www.nta.
go.jp

お住まいにお困りのあなたに朗報です　第３回市営住宅空屋入居者募集

● 申込み・問い合わせ　本庁住宅管理係☎３２・０９５５

● とき　１１月４日（火）から
１４日（金）まで
● 申込書配布場所　本庁住宅管
理係、支所市民グループ
● 募集団地　 ▽板深団地＝１戸・
単身可 ▽勝負尻団地＝１戸 ▽新笠
松団地＝１戸・単身可 ▽和の里
団地＝３戸 ▽陽の浦団地＝１戸 ▽

新成団地＝２戸 ▽向陽団地＝１
戸 ▽乙野団地＝２戸・単身可
※ 募集団地や戸数は、災害発生

などで変更になることがあります。
● 申込資格　①市内に居住、勤務場所がある人②同居している親
族がある人、同居しようとしている親族がある人（単身での申
込の場合は、①③④の条件を満たし、独立した生計を営むこと
のできる人。常時の介護を必要とする高齢者、身体障害者など
であっても、居宅において必要な介護を受けられる人を含みま
す。ただし、床面積４４平方メートル以下の住宅に限ります）③
現に住宅に困っている人④申込者と同居親族の総所得が月額
２０万円以下である人（申込者が老人などである場合は、総所
得が月額２６万８千円以下の人）。

● 公開抽選会　１２月下旬（予定） 

イベント・ニュース

後悔しない遺言と相続
行政書士による講演会

　具体例を挙げながら、行政書士が
「後悔しない遺言と相続」をテーマに、
皆さんに分かりやすく説明します。
● とき　１１月２３日（日）午後１時から
● ところ　本庁情報公開室
● 講師　白石明輝さん
● 参加費　無料
※ 講演会終了後は、希望者には個別
に相談をお受けします。
● 問い合わせ　アソシエイツ宮若
　主宰華村公一☎４２・３９５５

安全・安心まちづくり協議会
委員を募集します

　宮若市安全・安心まちづくり協議会
では市長の諮問に応じ、宮若市の安全・
安心まちづくりに関する事項を調査、
検討を行います。
● 応募資格　２０歳以上で、市内在
住、または在勤者
● 募集定員　２人程度
● 応募締切　１１月２８日（金）まで
● 任期　2年間
● 問い合わせ　本庁防災安全係☎
３２・０５１１

幼児期からの食生活を学ぶ
すこやか食育教室

　自分で作ることで、食べ物の大切さ
を体験するよい機会となります。親子
でご参加ください。予約が必要です。
（託児もあります）
● とき　１１月２８日（金）午前１０時
から午後１時まで

● ところ　保健センター パレット
● 対象者 就学前の幼児とその保護者
● 申込期間　１１月２１日（金）まで
※ 定員（１０組程度）になり次第締め
切ります。
● 申込み・問い合わせ　保健センター 
パレット☎５５・６０００

ベビーマッサージ教室に
参加してみませんか

　ベビーマッサージには、免疫力を高
めるだけでなく、大人にもリラックス
したり、体調がよくなったりとさまざ
まな効果があります。
● とき　１１月１０日（月）午前１０時から
● ところ　保健センターパレット
● 対象者　生後１０カ月までの乳児
● 参加費　無料
● 必要な物　バスタオル、母子手帳
※ 事前予約が必要です
● 申込み・問い合わせ　保健センター 
パレット☎５５・６０００

人口 １０人減りました （31,388人） 出生 25人

男性 ９人減りました （14,849人） 死亡 42人

女性 １人減りました （16,539人） 転入 90人

世帯数 ５世帯増えました （12,945世帯） 転出 83人

高齢化率 27.1％

● ９月３０日現在の人口です人の動き

※ 高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です

県営住宅入居者募集

● 受付期間　１２月１日（月）から９日
（火）まで
● 募集団地　県内に所在する県営住
宅（募集対象団地、募集戸数など
の詳しい内容については募集案内
書に掲載します）

● 申込配布場所　本庁住宅管理係、
支所市民グループ

● 次回募集予定時期　平成２１年３月
２日（月）から１０日（火）まで

● 問い合わせ　筑豊県営住宅管理事
務所☎０９４８・２１・３２３２

平和を仕事にする
自衛官採用試験

　次のとおり自衛官の採用試験を行い
ます。
● 募集種目　２等陸海空士（追加募
集）

● 資格　１８歳以上２７歳未満の男子
● 受付締切　１１月１８日（火）
● 試験日　１１月２２日（土）
● ところ　陸上自衛隊小倉駐屯地
● 問い合わせ　自衛隊福岡地方協力
本部飯塚地域事務所☎０９４８・２
２・４８４７

師走のふるさとを疾走、直鞍一周駅伝
● 問い合わせ　本庁スポーツ振興係☎３２・０１２３

　１２月７日、恒例の「第６３回直鞍一周駅伝競走大会」を行い
ます。沿道からのあたたかいご声援をお願いします。
　なお、周辺道路では交通渋滞が予測されます。皆さんのご協
力をよろしくお願いします。
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本
庁
 〶
823-0011 宮

若
市
宮
田
29
番
地
1

支
所
 〶
822-0101 宮

若
市
福
丸
272
番
地
1

越
し
て
き
た
糸
山
夫
妻
。
何
よ
り
、
自

然
の
素
晴
ら
し
さ
が
こ
の
ま
ち
に
や
っ

て
き
た
大
き
な
動
機
だ
と
い
う
。

　
「
宮
若
市
の
自
然
は
と
て
も
す
ば
ら

し
い
で
す
ね
。
空
気
も
き
れ
い
で
す
し
、

水
も
お
い
し
い
。
何
も
言
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
は
、
自
分
の
頭
の
中
に

あ
る
イ
メ
ー
ジ
を
『
い
と
あ
そ
び
』
で

表
現
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
作
品
を

見
に
来
ら
れ
た
人
か
ら
、『
こ
の
花
は
何

の
花
で
す
か
』
と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

で
も
、
私
も
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
。

頭
に
浮
か
ん
だ
光
景
を
表
現
し
て
い
る

だ
け
で
す
か
ら
。
で
も
、
こ
の
宮
若
市

の
美
し
い
自
然
は
、
作
品
に
取
り
入
れ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　

作
品
は
正
子
さ
ん
が
一
人
で
仕
上
げ

て
い
く
。
家
事
の
合
間
を
利
用
し
て
作

る
た
め
、
小
さ
な
も
の
で
一
日
、
大
き
な

も
の
で
三
週
間
ほ
ど
時
間
が
か
か
る
と

い
う
。

　

今
回
、
10
月
18
日
か
ら
22
日
ま
で
若

宮
商
工
会
館
の
特
産
品
展
示
室
で
作
品

展
を
開
催
、
三
十
点
の
作
品
が
並
べ
ら

れ
た
。
作
品
の
脇
に
は
、
お
孫
さ
ん
か

ら
の
エ
ー
ル
が
込
め
ら
れ
た
花
も
置
か

れ
て
い
た
。
正
子
さ
ん
自
身
二
度
目
の

作
品
展
で
あ
り
、
宮
若
市
で
は
初
め
て

で
あ
る
。
足
を
運
ん
だ
皆
さ
ん
は
、
糸

が
織
り
な
す
独
特
な
表
現
方
法
に
驚
き

を
隠
せ
な
い
様
子
だ
。

　
「
こ
の
よ
う
に
作
品
展
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
の
も
、
宮
若
市
に
引
っ
越
し
を

宮
若
市
の

自
然
美
に
感
動

　
「
き
っ
か
け
は
、
十
年
前
に
な
る
と
思

い
ま
す
。刺
し
ゅ
う
を
作
っ
て
い
た
と
き
、

糸
く
ず
が
ボ
ー
ル
状
に
な
っ
て
転
が
っ
て

い
た
ん
で
す
。
何
気
な
く
そ
の
糸
く
ず

を
色
ご
と
に
ほ
ぐ
し
て
分
け
て
い
た
ら
、

そ
の
一
つ
ひ
と
つ
が
、
花
の
よ
う
に
見
え

た
ん
で
す
。『
あ
っ
、
か
わ
い
い
』
と
思

い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
糸
だ
け
で
何

か
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
考

え
始
め
た
ん
で
す
」。

　

糸
山
さ
ん
が
「
い
と
あ
そ
び
」
と
名

付
け
た
作
品
は
、
文
字
通
り
糸
だ
け
を

使
う
。
ね
じ
っ
た
り
、
重
ね
た
り
し
な

が
ら
糸
が
持
つ
魅
力
を
針
を
使
わ
ず
表

現
し
て
い
く
。
昨
年
、
宮
若
市
に
引
っ

「
い
と
あ
そ
び
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
初
め

て
耳
に
し
た
言
葉
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
脇
田
在
住
の
糸
山

夫
妻
が
考
案
し
た
名
前
だ
か
ら
で
す
。
糸
だ
け
を
使
い
、
針
も
使
わ
ず
素
材
の

魅
力
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が
ら
表
現
す
る
の
が
「
い
と
あ
そ
び
」
で
す
。
そ

の
作
品
に
込
め
ら
れ
た
夫
妻
の
思
い
は
一
つ
。「
自
然
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
願
い
。
今
月
の
き
ら
び
と
は
、
糸
山
夫
妻
の
「
い
と
あ
そ
び
」
か
ら
宮

若
市
の
魅
力
を
再
発
見
し
ま
す
。

し
て
き
て
、
ご
近
所
で
の
お
付
き
合
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
な
っ

た
ら
と
思
っ
た
の
で
す
。
自
然
の
美
し

さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ご
近
所
の
人

は
と
て
も
や
さ
し
く
接
し
て
く
れ
ま
す
。

地
域
の
人
柄
に
も
ほ
れ
て
い
る
ん
で
す
。

　

だ
か
ら
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん

と
交
流
を
深
め
た
い
と
い
う
思
い
が
募

り
、
作
品
を
通
し
て
私
た
ち
の
事
を
知
っ

て
い
た
だ
け
た
ら
と
考
え
ま
し
た
。
今

日
、
展
示
し
て
い
る
作
品
は
普
段
、
自

宅
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
積

極
的
に
交
流
を
深
め
て
、
私
た
ち
の
工

房
が
『
地
域
の
た
ま
り
場
』
の
よ
う
な

場
所
に
な
る
こ
と
を
夢
見
て
い
ま
す
」。

　

木
曜
日
と
土
曜
日
、
日
曜
日
は
工
房

を
開
き
、
い
と
あ
そ
び
の
魅
力
を
伝
え

て
い
る
糸
山
夫
妻
。
作
品
を
一
目
見
た
い

人
は
尋
ね
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

　

ご
主
人
の
干
城
さ
ん
、
手
作
り
の
サ

イ
ン
ボ
ー
ド
と
正
子
さ
ん
の
笑
顔
が
あ

な
た
を
や
さ
し
く
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

複雑に絡み合う糸が発する迫力に、思わずた
め息がもれる。キャンパスの布も、作品の出
来を左右する大きな要因になるとのこと。糸
が持つ魅力を最大限に表現している。

き ら び と
いとあそび作品展を開催した

糸山正子さん

糸山正子さん（いとやままさこ）
昨年の秋に宮若市移住。自然と人柄の良さに魅力を感じたという。糸だけを使っ
て表現する「いとあそび」は、正子さんとご主人の干城さんの２人で考え、名
付けた。写真の作品は正子さんのお気に入りの１つ。稲穂にとまる赤とんぼが
アクセントとなっている。


